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　日本銀行は、1 月、4 月、7 月、10 月の政策委員会・金融政策決定会合において、先行きの経済・物
価見通しや上振れ・下振れ要因を詳しく点検し、そのもとでの金融政策運営の考え方を整理した「経済・
物価情勢の展望」（展望レポート）を決定し、公表しています。また、展望レポートの内容を、より幅
広い読者に伝えるための取り組みとして、そのポイントをイラストとともに簡潔に整理した資料（ハイ
ライト）を公表しています。本稿では、2023 年 10 月の展望レポート（基本的見解は 10 月 31 日、背景
説明を含む全文は 11 月 1 日公表）のハイライトをご紹介します。
 ＊全文は、日本銀行ホームページに掲載されていますので、ご関心のある方は、ぜひそちらもご参照ください。
   https://www.boj.or.jp/mopo/outlook/index.htm

「経済・物価情勢の展望」（展望レポート・ハイライト）

日
本
経
済
は

緩
や
か
な
回
復
を
続
け
る

　

日
本
経
済
は
、
海
外
経
済
の
回
復

の
鈍
さ
に
よ
り
下
押
し
さ
れ
ま
す

が
、
消
費
の
増
加
な
ど
に
支
え
ら
れ

て
、
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

物
価
の
ト
レ
ン
ド
は

二
％
目
標
に
向
け
て

徐
々
に
高
ま
る
が
、

賃
金
と
物
価
の
好
循
環
が
必
要

　

消
費
者
物
価
の
基
調
的
な
上
昇
率

は
、
二
％
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」

に
向
け
て
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
き
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
賃
金
と
物
価
の
好

循
環
が
強
ま
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

2023 年10月
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日
本
経
済
・
物
価
を
巡
る

不
確
実
性
は
高
い

　

海
外
の
経
済
・
物
価
動
向
、
資
源

価
格
の
動
向
、
企
業
の
賃
金
・
価
格

設
定
行
動
な
ど
、
日
本
経
済
・
物
価

を
巡
る
不
確
実
性
は
き
わ
め
て
高
い

状
況
で
す
。
ま
た
、
金
融
・
為
替
市

場
の
動
向
と
日
本
経
済
・
物
価
へ
の

影
響
に
も
十
分
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

強
力
な
金
融
緩
和
を

継
続
す
る

　

日
本
銀
行
は
、
賃
金
の
上
昇
を
伴

う
形
で
、二
％
の「
物
価
安
定
の
目
標
」

を
持
続
的
・
安
定
的
に
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
粘
り
強
く

金
融
緩
和
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
経

済
活
動
を
支
え
、
賃
金
が
上
昇
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

政策委員の経済・物価見通し

（注）　は実績値、　は見通しです。

Ｙ
Ｃ
Ｃ
の
運
用
を

さ
ら
に
柔
軟
化

　

今
後
状
況
が
変
わ
っ
て
も
、
金

融
市
場
で
長
期
金
利
が
ス
ム
ー
ズ

に
決
ま
る
よ
う
、
イ
ー
ル
ド
カ
ー

ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）

の
運
用
に
お
い
て
、
柔
軟
性
を
高

め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
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日本銀行のレポートから

　

わ
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
、
全
体
と

し
て
安
定
性
を
維
持
し
て
い
る
と
評
価
で

き
る
。
世
界
的
な
金
融
環
境
の
引
き
締
ま

り
と
そ
れ
に
起
因
す
る
様
々
な
ス
ト
レ
ス

の
も
と
で
も
、
わ
が
国
の
金
融
機
関
は
、

適
切
な
金
融
仲
介
機
能
を
発
揮
し
得
る
充

実
し
た
資
本
基
盤
を
有
し
て
い
る
。
流
動

性
に
つ
い
て
も
、
小
口
の
粘
着
的
な
個
人

預
金
を
中
心
と
し
た
、
安
定
的
な
資
金
調

達
基
盤
を
有
し
て
い
る
。
今
年
三
月
に
米

欧
金
融
部
門
を
巡
る
不
確
実
性
が
高
ま
っ

て
か
ら
も
、
わ
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は

健
全
か
つ
頑
健
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
テ
ー
ル
リ
ス
ク
へ
の
警
戒

は
引
き
続
き
重
要
で
あ
る
。
各
国
中
央
銀

行
の
金
融
引
き
締
め
継
続
と
そ
れ
に
伴
う

海
外
経
済
の
減
速
懸
念
な
ど
、
ス
ト
レ
ス

局
面
は
一
段
と
長
引
く
可
能
性
が
あ
る
。

金
融
資
本
市
場
に
お
い
て
も
、
先
行
き
の

不
確
実
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
長

期
的
な
視
点
か
ら
み
る
と
、
金
融
機
関
の

基
礎
的
な
収
益
力
の
低
迷
が
続
き
、
自
己

資
本
の
蓄
積
が
滞
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
損

失
吸
収
力
の
低
下
を
通
じ
て
金
融
仲
介
活

動
が
停
滞
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

過
度
な
利
回
り
追
求
を
通
じ
て
金
融
シ
ス

テ
ム
面
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱性
が
高
ま
る
可
能
性
も

あ
る
。
わ
が
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性

を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
し
て
い
く
観
点

か
ら
は
、
こ
う
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
停

滞
・
過
熱
両
方
向
の
リ
ス
ク
を
点
検
し
つ

つ
、
潜
在
的
な
脆
弱
性
に
的
確
に
対
処
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
の
金
融
活
動
に
大
き
な
不
均
衡
は

認
め
ら
れ
な
い
（
図
表
1
）。
感
染
症
拡
大

以
降
の
民
間
債
務
の
大
幅
な
増
加
は
、
手

元
資
金
を
厚
め
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
、

中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
慎
重
な
資
金
繰

り
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

中
長
期
的
に
み
る
と
、
民
間
債
務
が
増
加

す
る
過
程
で
、
企
業
・
家
計
部
門
の
借
入

期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
（
図
表
2
）。
企

業
は
、
長
期
金
利
が
低
下
し
た
機
会
を
捉

え
て
、
長
期
固
定
金
利
の
安
定
資
金
を
確

保
し
、
借
換
リ
ス
ク
を
抑
制
し
て
き
た
。

家
計
は
、
長
期
・
低
利
の
変
動
金
利
借
入

　日本銀行は、金融システムの安定性を評価するとともに、安定確保に向けた課題について関係者とのコ
ミュニケーションを深めることを目的として、金融システムレポートを年 2回公表しています。本レポー
トの分析結果は、日本銀行の金融システムの安定確保のための施策立案や、考査・モニタリング等を通じ
た金融機関への指導・助言に活用しています。また、国際的な規制・監督・脆弱性評価に関する議論にも
役立てています。金融政策運営面でも、マクロ的な金融システムの安定性評価を、中長期的な
視点も含めた経済・物価動向のリスク評価を行ううえで重要な要素の一つとしています。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/research/brp/fsr/index.htm

「
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
」

二
〇
二
三
年
十
月

金
融
循
環
と
金
利
リ
ス
ク
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に
よ
っ
て
、
大
口
化
し

た
住
宅
ロ
ー
ン
の
月
々

の
返
済
負
担
を
抑
制
し

て
き
た
。

　

こ
う
し
た
借
入
期
間

の
長
期
化
を
反
映
し
て
、

金
融
機
関
の
デ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
─
─

資
産
・
負
債
の
金
利
更

改
期
間
の
差
（
コ
ア
預
金
を
勘
案
し
な
い

ベ
ー
ス
）
─
─
は
、
一
〇
年
前
対
比
で
拡

大
し
た
状
態
に
あ
る
（
図
表
3
）。
大
手

行
で
は
、
長
期
固
定
金
利
貸
出
の
取
り
扱

い
増
加
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
地
域
銀
行

と
信
用
金
庫
で
は
、
貸
出
面
の
変
化
に
加

え
、
有
価
証
券
投
資
の
面
で
長
期
債
投
資

に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
も
、
ギ
ャ
ッ
プ
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
産
サ

図表1　ヒートマップ

図表2　借入期間

（注）「金融システムレポート（2023 年 10月号）全文」図表Ⅲ-３-５参照。
（資料）国土交通省、財務省、住宅金融支援機構、日本銀行

（注）「金融システムレポート（2023 年 10月号）全文」図表Ⅳ-３-３参照。
（資料）日本銀行

図表3　デュレーション・ギャップ

（注）「金融システムレポート（2023 年 10月号）全文」図表Ⅲ-３-１参照。
（資料）Bloomberg、財務省、東京証券取引所、内閣府、日本不動産研究所、日本銀行
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イ
ド
の
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
長
期
化
と
そ
れ

に
伴
う
金
利
リ
ス
ク
量
増
加
は
、
コ
ア
預

金
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
い
る（
図
表
4
）。

コ
ア
預
金
を
勘
案
し
た
金
利
リ
ス
ク
量

（
一
〇
〇
b
p
v
）
は
、
全
体
と
し
て
み

れ
ば
、
資
産
と
負
債
が
概
ね
バ
ラ
ン
ス
し

た
姿
と
な
っ
て
い
る
。
金
融
機
関
に
は
、

金
利
リ
ス
ク
量
に
耐
え
得
る
損
失
吸
収
力

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
従
前
よ
り
も
拡
大
し
て

金
融
循
環
と
不
動
産
市
場

い
る
分
、
慎
重
な
リ
ス
ク
管
理
が
求
め
ら

れ
る
。

　

金
融
循
環
に
お
い
て
は
、
経
済
活
動
の

回
復
に
伴
い
、
民
間
債
務
と
経
済
活
動
水

準
と
の
リ
バ
ラ
ン
ス
に
進
捗
が
み
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
不
動
産
市
場

で
は
、貸
出
増
加
が
続
い
て
い
る（
図
表
5
）。

市
場
別
に
み
る
と
、
不
動
産
取
引
市
場
で

は
、
海
外
投
資
家
を
中
心
と
し
た
資
金
需

要
が
引
き
続
き
み
ら
れ
る
。
不
動
産
賃
貸

市
場
で
は
、
賃
貸
業
に
よ
る
固
定
資
産
投

資
の
増
加
と
、
そ
れ
に
応
需
す
る
地
域
銀

行
を
中
心
と
し
た
貸
出
増
加
が
続
い
て
い

る
。
前
述
し
た
借
入
期
間
の
趨す

う
せ
い勢

的
な
長

期
化
に
は
、
不
動
産
業
向
け
貸
出
や
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
、
不
動
産
関
連
貸
出
が
相
応

に
寄
与
し
て
い
る
（
前
ペ
ー
ジ
図
表
2
）。

　

不
動
産
取
引
市
場
で
は
、
不
動
産
業
の

負
債
だ
け
で
な
く
、
資
産
と
不
動
産
価
格

の
面
で
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
資
産
の
面

で
は
、「
不
動
産
業
実
物
投
資
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
」に
、ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
上
、
過
熱
を
示

す「
赤
」が
一
時
点
灯
し
た（
図
表
6
） 。
大

手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
都
市
再
開
発
案

件
が
、
不
動
産
業
の
実
物
投
資
を
加
速

さ
せ
て
い
る
。
価
格
の
面
で
は
、
一
部

に
割
高
感
が
窺
わ
れ
る
（
図
表
7
）。
地

価
を
み
る
と
、
全
国
的
に
は
小
幅
な
値

（注）「金融システムレポート（2023 年 10月号）全文」図表Ⅲ-３-８参照。
（資料）内閣府、日本銀行

図表6　不動産業実物投資の対GDP比率

図表5　不動産関連貸出の対GDP比率

（注）「金融システムレポート（2023 年 10月号）全文」Ⅳ-３-５参照。
（資料）日本銀行

図表4　金利リスク量

（注）「金融システムレポート（2023年 10月号）全文」図表Ⅲ-３-11 参照。
（資料）財務省、内閣府



NICHIGIN 2023 NO.7629

企
業
倒
産
の
増
加
と

金
融
機
関
の
信
用
リ
ス
ク

動
き
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も

の
の
、
局
所
的
に
は
、
都
心

の
商
業
地
区
に
お
い
て
、
高

額
帯
の
取
引
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
の
「
商
業
用
不

動
産
価
格
・
賃
料
比
率
」
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
ミ
ニ

バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
同
市
場
の
動

向
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
注

意
深
く
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

金
融
機
関
の
貸
出
運
営
ス
タ
ン
ス
は
、

企
業
が
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
直
面
す
る
な

か
で
も
、
積
極
化
し
た
状
態
が
続
い
て
い

る
。
貸
出
条
件
を
み
て
も
、
中
小
企
業
の

リ
ス
ク
評
価
を
継
続
的
に
厳
格
化
す
る
動

き
は
な
い
（
図
表
8
）。
中
小
企
業
向
け
の

信
用
枠
は
拡
大
し
た
状
態
に
あ
る
。
こ
う

し
た
緩
和
的
な
金
融
環
境
の
も
と
で
も
、

昨
年
末
以
降
、
企
業
倒
産
は
増
加
に
転
じ

て
い
る
（
図
表
9
）。
企
業
の
デ
フ
ォ
ル
ト

も
、
全
体
と
し
て
は
低
水
準
な
が
ら
、
小

規
模
企
業
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
。

　

図
表
10
（
次
ペ
ー
ジ
）
は
、
中
小
企
業

の
デ
フ
ォ
ル
ト
確
率
の
推
計
結
果
と
そ
の

増
減
要
因
を
表
し
て
い
る
。
企
業
全
体
で

は
、
感
染
症
拡
大
直
前
と
直
近
の
デ
フ
ォ

図表7　商業用不動産のバリュエーション

図表8　中小企業向け貸出の条件設定DI

図表 9　企業の倒産件数

（注）�左図は都心５区の商業地取引価格。中図は全国の商業用不動産価格・賃料
比率。「金融システムレポート（2023年 10月号）全文」図表Ⅲ-３-14参照。

（資料）�Haver�Analytics、JLL、株式会社日経BP「日経不動産マーケット情報�
ディールサーチ」、国土交通省、日本銀行

（注）「金融システムレポート（2023 年 10月号）全文」図表Ⅳ-1-３参照。
（資料）日本銀行

（注）「金融システムレポート（2023 年 10月号）全文」図表Ⅳ-１-５参照。
（資料）東京商工リサーチ、日本銀行
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ル
ト
確
率
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な

い
。
既
往
の
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
や
各
種
支

援
金
に
よ
る
手
元
資
金
増
加
が
、
デ
フ
ォ

ル
ト
を
抑
制
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

感
染
症
拡
大
以
前
か
ら
経
営
悪
化
が
続
く

企
業
で
は
、
利
払
い
負
担
や
財
務
レ
バ

レ
ッ
ジ
に
加
え
、
手
元
資
金
の
減
少
も
、

デ
フ
ォ
ル
ト
確
率
の
上
昇
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
同
企
業
は
手
元
資
金
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
デ
フ
ォ
ル
ト
の
抑
制

効
果
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
近
年
の
実
績
デ
フ
ォ
ル
ト
率
を
み

る
と
、
感
染
症
拡
大
以
降
の
強
力
な
企
業

金
融
支
援
の
も
と
、
大
き
く
押
し
下
げ
ら

れ
て
い
た
（
図
表
11
）。
経
済
活
動
が
正
常

化
し
た
な
か
、今
後
の
デ
フ
ォ
ル
ト
率
は
、

過
去
平
均
的
な
水
準
に
復
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

　

金
融
機
関
の
外
貨
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

み
る
と
、
海
外
貸
出
の
分
野
で
は
、
世
界

的
に
引
き
締
ま
っ
た
金
融
環
境
の
中
で

も
、
信
用
リ
ス
ク
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

海
外
預
貸
利り

鞘ざ
や

は
、
市
場
金
利
の
上
昇
に

連
れ
て
改
善
が
続
き
、
損
失
吸
収
力
の
一

つ
で
あ
る
収
益
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
改
善
に
つ

な
が
っ
て
い
る
（
図
表
12
）。
ま
た
、
有
価

証
券
投
資
の
分
野
で
は
、
外
債
を
は
じ
め

と
す
る
評
価
損
の
拡
大
が
年
初
対
比
で
抑

制
さ
れ
て
い
る
（
図
表
13
）。
リ
バ
ラ
ン
ス

に
積
極
的
な
銀
行
を
中
心
に
、
利
回
り
が

高
く
、
平
均
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
短
い

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
組
み
替
え
ら
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
金
利
上
昇
リ
ス
ク
の
ヘ
ッ

ジ
も
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
外
貨
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
リ

バ
ラ
ン
ス
の
効
果
は
、
マ
ク
ロ
・
ス
ト
レ

ス
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

海
外
金
利
が
逆
イ
ー
ル
ド
化
し
た
状
態
が

長
期
化
す
る
と
い
う
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

耐
性
は
、
前
回
レ
ポ
ー
ト
時
か
ら
改
善
し

た
。
ス
ト
レ
ス
勘
案
後
の
自
己
資
本
比
率

の
水
準
は
、
い
ず
れ
の
業
態
も
前
回
結
果

を
上
回
っ
て
い
る
（
図
表
14
左
図
）。
益
出

し
余
力
（
ネ
ッ
ト
評
価
損
益
）
が
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
銀
行
の
割
合
は
、
前
回
の
八
割

か
ら
五
割
近
く
ま
で
低
下
し
た
。

　

た
だ
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中

の
損
失
吸
収
力
に
は
下
振
れ
リ
ス
ク
が
残

る
。
外
貨
預
金
市
場
に
ス
ト
レ
ス
が
加
わ

り
、
預
金
調
達
の
金
利
追
随
率
が
過
去
平

均
（
七
〇
％
）
を
上
回
っ
て
上
昇
す
る
場

合
、
金
利
上
昇
局
面
の
終
盤
に
お
け
る
損

益
分
岐
点
信
用
コ
ス
ト
率
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
（
図
表
14
中
図
）。
こ
の
こ
と
は
、
海

外
信
用
コ
ス
ト
を
海
外
資
金
利
益
で
吸
収

し
き
れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

海
外
金
利
高
止
ま
り
と

金
融
機
関
の
ス
ト
レ
ス
耐
性

図表11　中小企業の実績デフォルト率

図表10　中小企業のデフォルト確率

（注�）「金融システムレポート（2023年 10月号）全文」図表Ⅳ-１-９参照。
（資料）CRD協会、日本銀行

（注）�「金融システムレポート（2023年 10月号）
全文」図表Ⅳ-１-11参照。

（資料）CRD協会
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る
。
金
融
機
関
は
、
資
金
流
動
性
リ
ス
ク

を
抑
制
す
る
観
点
に
加
え
、
損
失
吸
収
力

を
十
分
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
、
粘
着

性
の
よ
り
高
い
預
金
を
確
保
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
金
利
の

高
止
ま
り
は
、
金
融
機
関
財
務
だ
け
で
な

く
、
企
業
財
務
の
悪
化
要
因
に
も
な
る
。

い
ず
れ
の
地
域
向
け
貸
出
も
、
金
利
の
高

止
ま
り
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
信
用
コ

ス
ト
率
が
非
線
形
的
に
上
昇
す
る
傾
向
が

確
認
で
き
る
（
図
表
14
右
図
）。
こ
う
し
た

信
用
リ
ス
ク
は
、
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
高

く
、
利
払
い
能
力
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
）
が
も
と
も

と
低
い
企
業
が
集
中
し
て
い
る
ア
ジ
ア
向

け
貸
出
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

　

日
本
銀
行
は
、
考
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

等
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
潜
在
的
な
脆
弱

性
に
対
す
る
金
融
機
関
の
取
り
組
み
を
促

し
て
い
く
。
ま
た
、

マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン

ス
の
視
点
か
ら
、
金

融
機
関
に
よ
る
多
様

な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
が

金
融
シ
ス
テ
ム
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

引
き
続
き
注
視
し
て

い
く
。

図表12　海外預貸利鞘

図表13　有価証券の評価損益

図表14　逆イールド・シナリオ下の損失吸収力

（注）１.左図は、シミュレーション終期の自己資本比率。「金融システムレポート（2023年 10月号）全文」図表Ⅴ-２-５参照。
　　�２.中図は、海外信用コストと海外資金利益が一致する信用コスト率。同図表Ⅴ-２-９参照。
�　　３.右図の横軸は海外金利の高止まり期間、縦軸はそれに対応する信用コスト率。同図表Ⅴ-２-11参照。

（注�）「金融システムレポート（2023年 10月号）全文」図表Ⅳ-２-１参照。
（資料）日本銀行

（注�）「金融システムレポート（2023年 10月号）全文」図表Ⅳ-１-16参照。
（資料）FRB、日本銀行




